




 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

2022 

ボランティアを見て！聞いて！体験して！楽しめるイベント 

開催しました！ 

 当日は天候にも恵まれ、藤村女子中学・高等学

校の児童文化部の生徒さんによるハンドベル演奏

でスタートしました！ 

 ステージでは手話ソングやフラダンス、読み

聞かせ、オーボエや津軽三味線の演奏などのミ

ニイベントを行いました。その他にも被災写真

の洗浄や手話体験、使用済み切手の整理、バルー

ンアートの体験などのボランティア団体の活動

を体験できるコーナーや市民社協周辺の防災スポ

ットを歩いて回る「防災まちあるき」、ハロウ

ィン企画として学生ボランティア団体さんが企

画・運営する「おばけ釣り」コーナーなど様々

なプログラムを実施し、来場されたみなさまに

楽しんでいただきました。 

 いまだ続くコロナ禍ですが、活動再開の第一歩として 

今回のボラカフェへ参加してくださった団体さんもあり、 

３年ぶりに対面での開催でしたが、直接交流する楽しさや 

大切さを再確認できた１日となりました。 

 ご来場いただいたみなさま、ご参加・ご協力いただいた 

ボランティア（団体）のみなさま、ありがとうございました！ 

ハンドベル演奏 

フラダンス体験 

津軽三味線演奏 読み聞かせ 

おばけ釣り バルーンアート体験 防災まちあるき 

手話体験 

寄付していただいた毛糸を 
使ってボンボンづくり。 
親子で体験していただきま
した！ 

 上手にできました！ 

学生ボランティア団体 
「おばけ釣り」 

ボランティア団体 
CastaRnet（カスターネット） 

「ちぎり絵アート」 

武蔵野市聴覚障害者協会 
手話サークルむさしの（昼）（夜） 

「手話体験」 

課外のあらいぐま 
「被災地写真洗浄体験」 
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みなさんは 1月 17日の「防災とボランティアの日」をご存じでしょうか？ 

「防災とボランティアの日」は 1995 年の阪神淡路大震災をきっかけに制定されました。災害時のボ

ランティア活動や自主的な防災活動について認識を深め、災害への備えの充実強化を図ることを目的

としています。また、1月 15 日～21 日は「防災とボランティア週間」とされています。災害に備え

てできることはいろいろありますが、今回おすすめしたいのが「防災まちあるき」です！ 

防災まちあるきは、身近な地域で災害時に危険・不安な場所を確認し

たり、災害時に役立つ施設・設備などを知ることで、自身の防災対策

や災害時の地域での助け合いに活かすことができます。散歩やお買い

物などのちょっとした外出の際に、意識して自分の住んでいるまちを

見てみると新たな発見がありますよ。 

これらの場所や施設などは各自治体が作成した防災マップやハザード

マップで確認することができます。まだ見たことがないという方は、

一度チェックしてみてはいかがでしょうか？ 

防災ボランティア訓練を実施します 
 
VCMでは関係機関・団体の皆様と一緒に「防災ボランティア訓練」（発災時を想定した災害ボランティアセン

ターの運営訓練）を令和５年１月 21 日（土）に実施する予定です。コロナ禍前まではボランティア役として

ご協力いただける方を募集しておりましたが、現時点では募集の実施は未定です。12 月中旬を目途に、市民

社協ホームページでも情報を掲載する予定ですので、ご確認をお願いいたします。 

▶自分の住むまちを歩きながら防災の視点で見てみる 
 

市防災情報マップ 

（市HPより） 

 

雨水が溜まりやすい場所には住宅

への浸水を防ぐための貯留施設も 

防災トイレは地域の公園などに多く設置されています 

地域のあちこちに設置

されている消火器はい

ざという時に使えます 

見慣れたまちも歩いてみると… 

 

防災まちあるきのススメ 
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